






























































「新泉Jの発行間隔としては、 1号（1905年4月頃）、 2号（同5月5日）、 3号












































































2) 「山おくの桜ばな 山田義三郎の歌－J(128頁、「台大文学」 1939年9月）
3) 「愛書」 65頁、 1941年5月
4）あけぴ歌会（編）『荊房主人歌草J(77頁、東京：アミ コ出版社、 1956年）
5）石川源一郎 （編）『台湾名所写真帖J（頁数なし、台北： 石川源一郎、 1899年）
6）宇野秋皐 『俗語と難辞Jl(171～181頁、浅岡書籍店、1899年）には 「仮字のつかひ」があります。
例えば「ゐ若くはひに紛る‘もの」と して 「おい 老」などが挙げられています。
7）館森鴻・宇野秋皐（編著）『竹風蘭雨集』(19頁、台北：不明、 1907年）
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8) ド23頁ウ、台北： 吉川利一－、 1924年
9）島問謹二 「岩谷莫哀の療病」（llO頁、「台湾時報」1939年10月）
10）切抜き帳（未刊行）、1989年
1）作者不詳 「宇野秋皐氏追悼会」（台日1914年2月26日）
＊討議要旨
I平井秀人氏は、 ①発表者自身は、台湾短歌史の中で宇野覚太郎あるいは「新泉」をどう評価するの
か、②最後に紹介した蘇嶺の短歌をどのように解釈するのか、と尋ね、発表者は、①評価は時代によっ
て変化するものであるから私自身の評価を提示するのは避け、史実の報告のみに徹したい。②あえて
解釈するならば、この短歌は武力抗争の続く 当時の社会情勢を踏まえたものである。 「土匠一人」と
は政府に反旗を翻す人間であり、原住民の武器を略奪し、その生首を討ち取って夕月淋しい森の中を
ゆらりゆらり行くという意味で、ある、と答えた。
痢まどか氏は、短歌は国家と密接に結びついてゆくとする先行研究もあるようだが、蘇識を秋皐が
指導したように、 UPi和以降も、結社の台湾人によって作られた短歌を日本人が推敵したり評価したり
する例は見られるのか、と尋ね、発表者は、最初は日本人の指導下で歌を詠むのが主であったが、後
に台湾人自らが短歌欄を含む雑誌を創刊するようになってゆく、と答えた。それに対しさらに痢氏は、
そのような台湾人による雑誌には、日本に対する抵抗を題材としている歌が掲載されているか、と質
問した。発表者は、台湾総督府による武官統治時代には武器や戦いについて詠んだものが多かったが、
文官統治時代へ移行するとそのような題材は減少し、季節感や寂多感などが出てくる。そして再び武
官総督時代に入ると、天皇に忠誠を誓うような題材が出現する、と変遷を述べた。
栗旧香子氏は、タイ トルを 「日本語時代の台湾文学」としているが、「植民地文学」ではなく「台湾
文学Jとした意図があれば教えてほしいとし、 発表者は、私見では現在の台湾は北京語時代であり、
ひと昔前は日本語時代であったと考えている。「台湾文学」の定義については諸説あるが、本発表で
は、台湾で設立した結社や発刊された雑誌を中心に取扱ったため、タイトルに冠した、と答えた。
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